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昭和 12 年（1937 年）２月６日、大阪市東淀川区に生まれる。 

渾心の力をふりしぼり歌う生徒の姿に感動を覚え、真の音楽に触れる喜びを味

わわせたいと、音楽技術、独語の発音などの厳しさに苦しみ、幾度となくあきら

めかける生徒達を励まし懸命に指揮をとる。 

田辺高等学校教諭として合唱部の指導にあたり、使命感に燃えるその情熱は広

く知られ、音楽教育向上に尽くしたその指導力と功績は高く評価されている。 

伝統のよさを受けつぐ正統派原音楽は、繊細、こまやか、整然なつくりとして独

得の音楽をかもしだし、その才能を遺憾なく発揮、田辺合唱界における名声は極

めて高い。 

昭和 35 年（1960 年）以来、学校音楽教育に力を注ぐとともに田辺市民合唱団

の指導、和歌山第九演奏会への出演、その合唱団の指導と市民の音楽への関心を

高め、水準向上に努めるが、特に田辺高等学校合唱部のＮＨＫ音楽コンクール、

全日本合唱コンクールにおける優秀な成績は全国的にその名を高め、田辺地方の

音楽水準の高さを披歴した。  

小学校・中学校の校歌の作曲など創作活動に情熱をかたむけ、特に後進の指導

育成に尽力され、その熱意と音楽のつくりに魅せられ師事仰ぐ者が数多い。門下

生も今や当地方の音楽界を支えるまでに成長、幅広く活躍されている。  

 

 

（略 歴） 

昭和 34 年（1959 年）３月 大阪学芸大学特設音楽課程ピアノ科卒（現大阪教

育大学） 

昭和 34 年（1959 年）４月 ＮＨＫ新人演奏会に出演 

昭和 34 年（1959 年）11 月 和歌山県立笠田高等学校非常勤講師 

昭和 35 年（1960 年）４月 和歌山県立田辺高等学校教諭 

 

昭和 49 年（1974 年）４月 和歌山県新人演奏会選考委員 
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昭和 53 年（1978 年）４月 田辺ゾリステン会長 

昭和 56 年（1981 年）４月 和歌山県合唱連盟副理事長 

昭和 58 年（1983 年）４月 和歌山県高等学校芸術連盟合唱部会理事長 

昭和 59 年（1984 年）９月 紀南文化会館運営委員 

昭和 60 年（1985 年）４月 田辺合唱連盟会長 

昭和 60 年（1985 年）４月 和歌山県高等学校教育研究会音楽部会理事長 

 

（受賞歴他） 

・ＮＨＫ全国学校音楽コンクール和歌山県大会において昭和 35 年（1960 年）

より 23 回最優秀校、同近畿大会６回最優秀校 

・全日本合唱コンクール全国大会において昭和 54 年（1979 年）銅賞、昭和 55

（1980 年）年銀賞、昭和 59 年優良賞を獲得 

・昭和 35 年（1960 年）よりクリスマス・コーラス・コンサートを開催、昭和

61 年（1986 年）現在まで 28 回を数える 


